
日本ピア・サポート学会

第21回研究大会・総会のご案内
２次案内

大会テーマ

あなたにとってのピア・サポートへの支援を目指して

－課題解決プロセスにおける多様性・共通性・有効性の視点からー

　皆様におかれましてはいかがお過ごしでしょうか。

　本学会の研究大会・総会の企画・運営も新型コロナウイルス感染症対策の制約を受けてまいりまし

た。この間の開催を経る中で、今回第 21 回研究大会・総会は、対面方式での開催を基本として、一

部 Zoom でのオンライン配信で行う、ハイブリッド型により群馬の地で開催させていただくことに

なりました。

　日程といたしましては、第 18 回の高知大会以来になりますが、「ワークショップ」を研修委員会に

企画・運営していただきます。テーマにありますように、会員の方々が抱える課題解決を支援できる

と期待しております。「研究・実践発表」では、各分科会におけるそれぞれの発表に対する質疑をと

おして、ピア・サポートの多様性、共通性から、有効性を確認し合える場になると考えます。

また、「ワールドカフェ」では、参加者ひとり一人の「あなたにとってのピア・サポート」を共有し、

ニーズを整理するプロセスをとおして、参加される方々の情報共有の場となり、今後の学会活動の在

り方を探る機会になればと考えます。

　皆様のご参加を群馬、高崎の地で、心よりお待ちしております。

第 21 回研究大会・総会実行委員会一同　

期日：2023年９月17日（日）～９月18日（月・祝）

主催：日本ピア・サポート学会　　後援：日本学校教育相談学会

会場：新島学園短期大学（〒370-0068　群馬県高崎市昭和町53番地）

および、Zoomでのオンライン配信

【オンラインによるリモート参加をご検討中の皆様へ】

　本学会理事会では、社会の動向をふまえ、現状に沿う大会の在り方について検討を重ねました。今

年度の大会では、感染への適切な配慮を行った上で、学び合い・支え合いに有益と考えられる、対面 

での学会運営を基本とする方針を決定するに至りました。一方で、昨年度の大会での感想でも様々な

ご事情で会場での参加が困難な方に、オンラインが有益とのご意見をいただきました。よって、本大

会を、対面を中心に、一部オンライン配信も行う、ハイブリッド型の大会とすることにしました。

　しかしながら、オンラインでの配信には、多くの機材と人員が必要になります。そのため、オンラ

インをご利用になられる方に諸経費として、一部をご負担いただくことをお願いせざるを得ません。

大会参加費に加え、ご出費いただくことになり、大変申し訳ありませんが、よろしくご検討ください。



１.　プログラム　対面方式での開催を基本とします。

１日目　９月17日（日）

8:30 ～ 9:00 ～ 12:00 12:10 ～ 13:10 13:10 ～ 16:40 16:50 ～ 17:50

受付

ワークショップ

６講座

 （※第６会場の 1 講座）

昼　食
研究・実践発表

※４分科会
ワールド ･ カフェ

２日目　９月18日（月・祝）

9:00 ～ 9:30 ～ 10:30 10:30 ～ 12:30

受付 ※総　　会
※記念講演会

閉会行事

上記プログラムの※印は、Zoomでのオンライン配信となります。

１日目　９:00 ～ 12:00　ワークショップ　「第６会場」　ピア・サポートで教えるSEL

　13:10 ～ 16:40　研究・実践発表　４分科会

２日目　９:30 ～ 10:30　総会

　10:30 ～ 12:30　記念講演会　閉会行事

・オンライン参加の場合
＊参加費（税込）と、配信に係る経費として3,000円を申し受けます。

＊URL等の詳細を開催前日（9/16）までにメールにて通知いたします。

＊配信のみですので、リモート環境は参加者でご用意ください。

１日目　９月17日１日目　９月17日（日）（日）

　受　　付　【 8:30～ 】

　ワークショップ【 9:00～12:00 】　６講座（内第６会場オンライン限定）

第１会場　ピア・サポーターを育てる傾聴技法の指導法WS　講師　高野利男

第２会場　大学教育で教える「ピア・サポート」入門WS　講師　春日井敏之・池雅之・増田梨花

第３会場　ピア・サポートで教えるアンガーコントロールWS　講師　池本しおり

第４会場　学校現場におけるピア・サポート実践の壁と課題解決WS　講師　中林浩子

第５会場　自分のピア・サポート実践をどうまとめる？報告や論文の書き方WS　講師　栗原慎二

第６会場　ピア・サポートで教えるSEL（オンライン限定講座）　講師　山田洋平

　昼　休　憩　【 12:10 ～ 13:10 】

　研究・実践発表分科会　【 13:10 ～ 16:40 】

発表20分、質疑応答20分、講評５分

発表者については後日学会ホームページにてご案内いたします。　

　ワールドカフェ　【 16:50 ～ 17:50 】



２日目　９月18日２日目　９月18日（月・祝）（月・祝）

　受　付　【 9:00～ 】

　総　会　【 9:30～10:30 】

　記念講演会　【 10:30～12:30 】

　記念講演会では、猪股剛氏から本学会の研究・実践内容、及び17日の各内容へのコメントをいた

だきます。先生のご専門の「人の心性」のお立場から、支援、独自性、新たな出会いの視点で、本

学会の今後の発展の可能性についてご講義いただきます。

猪股　剛 （イノマタ　ツヨシ）氏　帝塚山学院大学准教授

1969年生まれ、ユング派分析家、臨床心理士／公認心理師

精神科や学校臨床において実践に携わるとともに、アートやパフォーマンスの精神性や、現

代の心理の深層を思索することを専門としている。

著書に『心理学の時間』（単著、日本評論社）、『遠野物語　遭遇と鎮魂』（共著、岩波書

店）、『ホロコーストから届く声　非常事態と人のこころ』『私たちのなかの自然　ユング

派心理療法から見た心の人類史』、『家族のおわり、心のはじまり　ユング派心理療法の現

場から』（編著、左右社）

　訳書に『近代心理学の歴史』『Ｃ．Ｇ．ユングの夢セミナー　パウリの夢』（いずれも

Ｃ．Ｇ．ユング著、創元社）、『ユングの神経症概念』『仏教的心理学と西洋的心理学』

（いずれもヴォルフガング・ギーゲリッヒ著、創元社）、『夢と共に作業する　ユングの夢

解釈の実際』（ヴォルフガング・ギーゲリッヒ著、日本評論社 ）などがある。

２. 大会・総会参加費

　参加申込と大会参加費は、Peatixでの決済となります。

　別紙「Peatixによる参加申し込み・大会参加費方法のご案内」による決済により、チケットを

購入願います。

オンライン参加の場合は、チケットは参加費とオンライン参加の２枚の購入となります。

　申し込み期間：2023年　７月１日　～８月31日

参加費（税込） 会 員 会員
（学生・院生）

非会員 非会員
（学生・院生）

総会・大会参加費 7,000円 2,000円 8,000円 3,000円

ワークショップのみ参加 ― ― 2,000円 １,000円

記念講演会のみ参加 ― ― 2,000円 1,000円

※オンライン参加の場合　上記参加費＋配信に係る経費として3,000円を申し受けます。

３．参加ポイント

　ピア・トレーナー及びピア・コーディネーターの資格更新ポイントに必要なポイントが付与 されます。

研究大会２日間参加　２ポイント　　　　研究・実践発表　３ポイント

問い合わせ先

＊研究・実践発表のエントリーに関すること：jpsa.20taikaijimukyoku@gmail.com

＊発表原稿送付及び原稿作成に関すること：peer.genkou@gmail.com



新島学園短期大学へのアクセス
１　電車の場合

東京駅⇒高崎駅（JR上越新幹線・北陸新幹線で約50分）

新潟駅⇒高崎駅（JR上越新幹線で約70分）

高崎駅から会場まで約2.5㎞です。タクシー利用がおすすめです。

①タクシーの場合　高崎駅西口⇒会場　約８分

②電車の場合　　　高崎駅⇒北高崎駅（ＪＲ信越本線で約３分）下車し、徒歩約５分

③路線バスの場合

高崎駅西口⇒新島短大前（関越交通ぐるりんで約９分）で下車し、徒歩０分

高崎駅西口⇒総合文化センター前（群馬バスで約５分）で下車し、徒歩約４分

高崎駅西口⇒住吉町（群馬バスで約７分）で下車し、徒歩約８分

２　自家用車の場合

　関越自動車道・北関東自動車道・

上信越自動車道（高速道路）の高崎

インターチェンジから約16㎞

参考に

　宿泊には、高崎駅周辺や市内に

ビジネスホテルが結構あります。

　また、磯部温泉（北高崎駅から

ＪＲ信越本線で約15分）は、温泉

マーク発祥の地として有名です。


